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1.は じ め に

 ミクロネシアの中央カロリン諸島の小さな島々は母系出自原理によって社会集団を

形成 していることで知 られている。 しか しながら,こ れらの島々を親族名称の観点か

ら眺め渡 してみると,た とえば,本 稿で紹介するポンナップ社会のようにクロウ型親

族名称を用いる社会と,こ のポンナップに比較的近いサタワル島や トラック本島のよ

うにハワイ型親族名称を用いる社会があることに気づ く[須藤 1980;GOODENOUGH

1966]。 これらの島々の生態学的自然環境はよ く似ているのであるが,人 間が社会生

活を営む上で基礎 となる社会集団が異なった原理(親 族名称)で 編成されているとい

うことは,当 然人びとの行動様式や思考様式やその他の文化的産物に反映されてもし

かるべきだと考えられる[SPOEHR l949]。

 だが,こ の点に関してまだわれわれは充分な検討を加えるまでには至っていない。

われわれは,ハ ワイ型からクロウ型への歴史的変化や,そ の逆のクロウ型からハ ワイ

型への変化などを推定 しうるわけであるが,ま だ個々の調査地の親族名称の変化につ

いての推測の域を出ているとはいえない。たとえば,ポ ンナップや トラック本島のフ

ェファン島(秋 島)お よびポンナップに近いポロワット環礁などの親族名称 とその変

化についての簡単な私自身の調査によれば,ク ロウ型からハワイ型へと変化したよう

にも思えるのだが,こ れまたまだ印象に基づ くもので しかな い。 む しろ,須 藤健一

[1980]が サタワル島の親族名称と忌避行動との関連についての報告を行なったよう

な,個 々の島々の親族名称 とその機能についての研究を丹念に積み上げ,充 分な調査
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資料が出揃ったところで,そ れらの比較研究を試み,そ の歴史的変化についての仮説

を立てることが必要だということを痛切に感 じる。

 そこで,本 稿では,ポ ンナ ップの親族名称とそれが重要な役割を果 している母系ク

ラン間の表敬 ・忌避行動について記述することにする。すなわち,こ の論文の目的は,

一つには
,こ れから積み重ねていくことになるポンナップの文化に関する研究の基礎

的情報を提供すること,い ま一つは,上 述のような親族名称についての問題を解 くた

めの資料をつくること,そ してもう0つ は,そ の機能の0つ として表敬 ・忌避行動を

紹介することにある。

亜.ポ ンナ ップ 島の概 況

 ポ ンナ ップ環 礁(Pulap Atoll)は,ト ラ ック環 礁 の西 方約160マ イル,北 緯7度33

分,東 経149度25分 に位 置 す る小 さな美 しいサ ンゴ礁 島で あ る。 ポ ンナ ップ環 礁 の 南

西 約20マ イ ル の洋 上 にポ ロ ワ ッ ト環 礁,北 方 約60マ イル の位 置 に ナモ ヌ イ ト環 礁 が あ

る。 ポ ンナ ップ環 礁 は,ポ ンナ ップ,タ マ タ ム,フ ァナチ ック の三 つ の サ ンゴ礁 島 か

らな り,こ の うち フ ァナ チ ッ ク島 は 無 人 島 で ポ ンナ ップ の首 長 ク ラ ンが 所 有 して い る。

私 が調 査 の た め に滞 在 した の は,三 つ の 島 のな か で も も っ と も大 きな ポ ンナ ップ島 で,

人 口 お よそ500人,面 積 は0.262平 方 マ イ ル で あ る。

 気 候,環 境,植 物相,基 本 的な 文 化 様 式 の いず れ も,熱 帯 太 平 洋 の 島 々 とほ とん ど

変 わ らな い[fiLKIRE l977]。 一 世 代 に一 度 か二 度 くらい の割 合 で 破 壊 的 な台 風 に襲

わ れ る こ とを除 け ば,シ ャ ワー と呼 ば れ る一 時 的 な 降雨 と蒸 し暑 い晴 れ の繰 り返 しの

毎 日 が続 き,10月 か ら3月 ま で の間 は,快 い北 東 貿 易 風 の た め に多 少 しの ぎ やす い。

 ポ ンナ ップ の人 び とは伝 統 的な 食 物 と船 で運 ばれ て来 る輸 入 食 品 との 混合 した食 事

を と って い る。 伝 統 的 な 主食 は タ ロ イモ とパ ンの実 で あ り,そ の他 に海 か らモ ー タ ー

ボ ー トや 伝統 的な カ ヌ ーで と って きた 鮮 魚,貝,コ コ ナ ッツ,そ して と き ど き豚 や ニ

ワ トリ,犬,亀,野 鳥 な ど を食 べ て い る。 ま た,バ ナ ナやパ パ イ ヤな ど も食 べ るが,

あ くま で 副食 で あ る。 店 で 買 う食 品 は 米 で,ア メ リカ政 府 か らの援 助 米 が定 期 的 に入

って来 る こ と もあ って,パ ンの実,タ ロ イモ と並 ん で,い ま や ポ ンナ ップ 島 民 の主 食

の一 つ にな りつ つ あ る。 この ほか に ビ スケ ッ ト,カ ンづ めの魚 や コー ンビ ー フ,イ ン

ス タ ン トラ ーメ ン,塩,砂 糖,コ ー ヒー,紅 茶,料 理 用 油,シ ョ ウ油 な どを店 か ら購

入 す る。

 また,タ バ コ好 きの ポ ンナ ップ人 は,タ バ コをた いへ ん価 値 の あ る もの とみ な して
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おり,小 学校教師などの少数の公務員を除 く島民の主要な現金収入源であるコブラの

代金の大半はタバ コを購入するのに使われる。タバコは葬式や祝宴などのさいになさ

れる儀礼的交換物のなかでも重要なものの一つとなっている。衣服は男はふんどし,

女は腰巻だけである。布はもっとも価値のあるものとされ,儀 礼的交換物の中心的位

置を占めている。住居は,パ ンの木やヤシの木で骨格をつくり,パ ンの木の葉やヤシ

の葉を編んだ屋根や風よけを付けるといった極めて簡単な伝統的な家がまだ多いが,

台風などの被害を受けやすいので,最 近では木造の日本風あるいはコンクリー ト作り

の洋風の住居 も増えつつある。主食のタロイモの栽培に従事するのは女たちであり,

男たちはもっぱら魚とりとカヌー作りや家作 りなどの仕事 に従事する。ヤシ酒の製造

が許されているので,男 たちによるヤシ酒作 りが盛んに行なわれ,午 後になるとあち

こちで親 しい者たちが何人か集って酒盛りが始まる。かつて女たちもヤシ酒を飲むこ

とを許されたことがあったが,ト ラブルが多いため,現 在は女たちが酒を飲むことは

できない。

 ポンナップの伝説によれば,こ の島は遠い昔には神々が住んでいた聖なる島であっ

たとされており,と くにパ リューラップ(Ppalizv-Zψ)と ワリエン(防 勿8㎎)と 呼ば

れる神々が前後して居を構えていたという[小 松1985]。 実際,第 二次大戦後に全島

をあげてキリス ト教に改宗するまで,島 の東測の海岸近 くに,ワ リエン神を祭った神

殿が設けられており,ポ ンナップ人のみでなく,近 隣の島々の航海者たちからも厚い

信仰を受けていた。ポンナップという名前の意味については,い くつかの説があるが,

ある説によれば,"偉 大なる船長"と いう意味であるという。すなわちポンナップ人は

ヵロリン諸島の航海者たちの信仰するワリエン神やパ リューラップ神から直接的に航

海術を教授された最も優秀な航海者たちであり,そ れにちなんで島名もポンナップと

名付けられたわけである[小 松 1985]。

皿.母 系 出 自 集 団

 ミク ロ ネ シア,と くに カ ロ リン諸 島 の 出 自原理 は母 系 出 自が一 般 的で あ る が,ポ ン

ナ ップの 親 族 集 団 もま た母 系 を 強調 す る こ とに よ っ て形 成 され て い る。 ポ ンナ ップ人

は ア イ ナ ン(y痒in疣g)と 呼 ばれ る母 系 出 自集 団 に生 まれ お ち る6ア イナ ン とい う語

で指 示 され る母 系 出 自集 団 は,ク ラ ン,サ ブ ・ク ラ ン,ロ0カ ル ・ク ラ ン,リ ネ ッジ

の4つ の 人類 学 用語 に よ って 区別 す る こ とがで きる。

 ク ラ ンは,共 通 の名 前 を 有 す る人 び との カ テ ゴ リーで,母 系 出 自原 理 によ って,個
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人 は彼 の 母 の ク ラ ン に属 す る。 ポ ンナ ップ には6つ の ク ラ ンが存 在 して い る。 それ ぞ

れ の ク ラ ンの メ ンバ ー た ちは,ポ ンナ ップ に の み限 定 され て い るわ けで は な く,他 の

島 々に も同 じ ク ラ ン名 を もつ 人 び とが住 ん で い る。 ク ラ ンは第 一 に外 婚 の 単位 で あ っ

て,同 じ名前 を も った人 び とは 互 い に弱 い親 族 意 識 を持 って い る。 つ ま り母 系 的 に継

続 され るク ラ ンの み が血 の つ な が りを示 す指 標 とな って い る わ けで あ る 。 この レヴ ェ

ル の母 系 出 自集 団 は,厳 密な 意 味 で の"集 団",つ ま り組 織 を構 成 して いる わ け で は

な い 。 ポ ンナ ップの そ れ ぞ れ の ク ラ ンの メ ンバ ーた ちは,自 分 と同 じ ク ラ ンの メ ンバ

ーた ち が カ ロ リン諸 島 や ミク ロ ネ シア の どの島 々 に住 んで い るの か を 正 し く知 らな い 。

この た め,ポ ンナ ップ の 人 び と は,彼 が初 めて訪 問 す る島 に,自 分 た ち と同 じク ラ ン

の メ ンバ ーが 住 ん で い るか ど うか を 予 め知 る こ とが で きな いわ け で あ る。

 クラ ン の重 要 な 機 能 は,婚 姻 規 制 を除 くと,他 島 か ら同 じク ラ ンの メ ンバ ーが 来訪

した と き に,彼 らを歓 待 す る とい う こと にあ る。 来 訪 者 は そ の 島 に 同 じク ラ ン ・メ ン

バ ーが い る と,彼 らの保 護 を受 け る。

 サ ブ ・ク ラ ンは,正 確 に系 譜 を た どる こ とは で きな いが,同 一 の祖 先 か ら分 か れ た

と い う明 確 な伝 承 を共 有 して い る クラ ン ・メ ンバ ーた ちの 集 団で,メ ンバ ーた ち は多

くの島 々 に分散 して い るが,ク ラ ンの範 囲 よ りも狭 い集 団 で あ る。 彼 らの結 びつ きは

強 く,社 会 的交 渉 を もつ 機 会 も多 い。 た とえ ば,ポ ンナ ップ の6つ の ク ラ ンの1つ で

あ るプ ール ・ク ラ ン(Pw鳬1 clan)は,19世 紀 後半 にポ ンナ ップ を 襲 った大 型 台 風 に

よ って打 撃 を受 け た後,し ば ら くの 間,ト ラ ック のオ レ(Woney)島 に移 住 した。 彼 ら

は や が て ポ ンナ ップ に再 び 戻 った が,一 人 の娘 が オ レの男 と結 婚 して,オ レに残 り,そ

の地 に プ ール の子孫 を 増 や した。 そ こで,現 在 で も,プ ール の メ ンバ ーた ち が トラ ッ

クを訪 問 す る と きは,オ レの プ ール の 人 び との 保 護 を 受 け,ま た 逆 にオ レの プ ール の

人 び とが ポ ンナ ップ を訪 れ た と きには,ポ ンナ ップ の プ ール の 人 び との保 護 を受 け る。

 これ まで そ う した サ ブ ・ク ラ ンの メ ンバ ーを もた な か った島 に,ポ ンナ ップの 女 が

結婚 して 移 り住 ん だ と き,そ こ に新 たな サ ブ ・ク ラ ンが形 成 され る こ とにな る。 サ ブ

・クラ ンは 他 島 との 間 の 友好 関係 も し くは交 易 を維 持 す る た めの 最 も重 要 な 社 会 的単

位 で あ るが,い くつ か の 島 に分 散 して い るた め に,以 下 で 述 べ る ロ ーカル ・ク ラ ンや

リネ ッジ に見 い 出 され る よ うな,自 律 的集 団 を 形成 して いな い。

 ロ ー カル ・ク ラ ンは,ポ ンナ ップ に住 む ク ラ ン ・メ ンバ ーか ら形成 され た 最 大 の 自

律 的母 系 出 自集 団 で,そ の メ ンバ0た ちは 強 い集 団 意識 で 結 ばれ て い る。 ロ ーカ ル ・

ク ラ ンの メ ンバ ー間 の結 びつ きは,日 常 生 活,経 済,政 治,教 育,宗 教 な どの あ らゆ

る側 面 にわ た って い る。 ロ ーカル ・ク ラ ンは,サ ブ ・ク ラ ンには欠 けて いた 集 団 と し
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て の統0性 とは っ き り した リーダ ー シ ップ を も った男 性 の 長老 の存 在 によ って 特徴 づ

け られ て い る。彼 はハ モ ナ ン ・ア イ ナ ン(hamzvol-6π ヲ妙ε滋 ㎎・)つま りア イナ ンの 長 と

い うタ イ トル を も ち,彼 の属 す る ロ ー カル ・ク ラ ンの 政治 的 ・社会 的指 導 者 で あ る。

彼 の提 案 ・決 定 は彼 の ローカ ル ・ク ラ ンの メ ンバ ーに対 して 絶 対 的で あ り,メ ンバ ー

た ちは そ れ に背 くこ とは で きな い。 ロー カル ・ク ラ ンに お け る地 位 の上 下 関係 は,年

齢 ・性別 に よ って 厳 しく秩 序 化 され て い る。 す な わ ち,女 性 に対 す る男性 の,年 少 者

に対 す る年 長者 の 優 位性 が厳 し く確 立 さ れ て お り,そ の優 位 性 は ア ッパ ロ(ク 吻 ω6ん)

と呼 ばれ る表敬 も し くは忌 避 行 動 に よ って示 され て い る。

 ポ ンナ ップ に あ る6つ の ロー カル ・ク ラ ンは,あ る程 度 の ラ ンクづ けが な され て お

り,最 上 位 の ロー カル ・クラ ンの 長 が この 島 の首 長 で もあ る。 首 長 は 島内 の す べ て の

事 柄 の最 終 的 責任 者 で あ り,彼 の 決 定 に全 島 民 が従 わね ばな らな い。 彼 は 島 の根 源 的

な所 有 者 で あ る と考 え られ て い るの で,パ ンの実 や タ ロ イモ の収 穫 期 に は,彼 は そ の

最 初 の収 穫 物 を 島 民 た ちか ら受 け取 る。

 リネ ッジは ロ ーカ ル ・ク ラ ンの下 位 集 団 と もい うべ き集 団 で,2つ も し くは そ れ 以

上 の リネ ッジ が集 ま って ロ ーカ ル ・ク ラ ンが構 成 され る。 つ ま り,リ ネ ッジ は ロ ーカ

ル ・ク ラ ンが人 口増加 のた め な どで 分 枝 す るか,他 島 か ら異 な った系 統で あ る が同 じ

ク ラ ン名 を もつ 女 性 が婚 入 して きて子 孫 を作 った と きに形 成 され る。 リネ ッ ジの メ ン

バ ーは 互 い に は っ き り と した 系譜 関 係 を もち,リ ネ ッジ ・ リーダ ー と して の最 長 老 の

指 導 の も とに 自律 集 団 を形 成 して い るが,リ ネ ッジの レベ ルで 対 処 で きな い こ とがあ

れ ば,他 の リネ ッジ と共 同 して ロ ー カル ・ク ラ ンと して そ れ に対 処 す る。 ポ ンナ ップ

で 私 た ちが 観察 す る集 団 は,こ れ ら4つ の レベ ル の うちの ロ ーカル ・ク ラ ン も し くは

リネ ッジの レベル の母 系 集 団で あ る。

 この よ う にア イ ナ ンとい う語 は ポ ンナ ップ にお い ては4つ の レヴ ェ ル に区 別 して記

述 し うるわ けで あ る が,こ れ ま で に述 べ た こ とか ら も明 らか な よ うに,日 常 生 活 にお

い て重 要 な 役 割 を 占 あ て い るの は ロー カル ・ク ラ ン も し くは リネ ッジの意 味で の アイ

ナ ンで あ る。 ポ ンナ ップ に生 ま れた 個 人 は,彼 の ロ ーカル ・ク ラ ンの メ ンバ ーた ち に

育 て られ,教 育 され,一 人 前 の 人 間 に な る。 や がて 年 長者 にな る と,こ ん どは年 少 者

た ちを 育 て,教 育 し,長 生 きす れ ば,ロ ーカ ル ・ク ラ ンや リネ ッジの リーダ ーとな る

可 能 性 もあ るわ けで あ る。

 ポ ン ナ ップ の親 族 体 系 は,こ の よ う に母 系 出 自集 団 を 基 礎 と して構 成 され,こ れ が

島 に お け る社 会組 織 の 基本 集 団 と もな るわ けで あ る が,い ま一 つ重 要 な 社 会 単 位 と し

て の家 族 につ い て も述 べ て お く必 要 が あ る。 ポ ンナ ップの 結 婚 後 の居 住 形 式 は 妻 方居
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住 で あ るので,結 婚 後,夫 は妻 の住 む 土 地 に移動 す る。 最近 で は,日 常生 活 は核 家族

化 して い るが,伝 統 的 な 家族 生 活 は,・同 じ リネ ッジ の メ ンバ ーた ちを 中心 に した母 系

的 大 家族 で あ った 。 す な わ ち,妻 方 居 住 の 結果,リ ネ ッジメ ンバ ーの うち男 性 メ ンバ

ー は婚 出 して妻 の リネ ッジの土 地 に移 動 し
,逆 に女 性 メ ンバ ー の夫 は妻 の リネ ッジの

土 地 に婚 入 して 来 る。 つ ま り,結 婚 した男 た ちは妻 の リネ ッジ ・メ ンバ ーた ち と共 に

生 活 す る こ とに な るわ けで あ る。 この よ うな 観 点 か ら眺 め る と,実 際 の 日常 生 活 は,

同 じ リネ ッ ジに属 す る女 性 メ ンバ ー とそ の夫 お よ び未 婚 の男 性 リネ ッジ ・メ ンバ ーか

らな る社会 集 団 が 存 在 して い る こ と にな る。 こ こで は 本来 の男 性 の リネ ッ ジ ・メ ンバ

ー を第1次 的 メ ンバ ー
,婚 入 して き た男 た ち を第2次 的 メ ンバ ー と呼 ぶ こと にす る。

つ ま り,女 性 と異 な り,ポ ンナ ップの 男 た ちの属 す るア イ ナ ンは,結 婚 後 は,2つ あ

る こ とに な るわ けで あ る 。 こ う した 結 婚 した 男 の母 系 出 自集 団 へ の 二重 帰 属 性 は,彼

の子供 た ち と彼 の 母系 出 自集 団 と の強 い結 びつ きと して 表 わ され る。 すな わ ち,後 に

述 べ る よ うに,彼 の 子供 た ち は,彼 らの母 の 出 自集 団 に帰 属 す る と と もに,彼 らの 父

の母系 出 自集 団 の準 メ ンバ ー とみな され,彼 ら と父 の母 系 出 自集 団 との間 に特 別 な権

利 と義務 の 関係 が設 け られ て い る。 こ う した母 系 出 自集 団 の男 性 メ ンバ ーの子 供 た ち

を,ア フ ァクル(y畴ak侔)と 呼 ぶ 。 ポ ンナ ップ の男 た ちの親 族 集 団 に お け る 位 置 とい

うもの は,こ の よ うに きわ め て両 義 的 で か つ媒 介 者 的 で あ る。

N.親 族 名 称

 ポ ン ナ ップ の親 族 名 称 は 関係 名称 の みで あ り,相 手 に直 接呼 びか け る と きに は,つ

ね に個 人 名 が 用 い られ る 。 ポ ンナ ップの 親 族 名称 体 系 は,ω 世 代,(2)性 差,(3)ア イ

ナ ン,に 基 づ い て構 成 され て い る。 親 族 を分 類 す る重 要 な 用語 は,"ハ ム(ham-)"「 チ

チ」,"イ ン(」吻 一)"「ハ ハ 」,"プ ゥ イ(ρ ωの"「 キ ョウダ イ(男 性 が話 者 の と き)」 お

よ び 「シマ イ(女 性 が 話 者 の と き)」,"ハ キ(h疚i-)"「 シマ イ(男 性 が話 者 の とき)」,

"ム ウ
ァ ン ガ ェイ(mz�ngey-)"「 キ ョウ ダ イ(女 性 が 話 者 の と き)」,"ネ イ(n痒iy-)"

「コ」 の6つ で あ る。 この6つ の 用語 を 順 に簡 単 に説 明 しよ う(略 号 はF=チ チ,M

一ハ ハ,B=キ ョウダ イ
, Z=シ マ イ, S=ム ス コ, D=ム ス メ, C=コ)。 最初 に,

血 族 を と りあ げ る。

 ①"ヘ メイ(h疥痒)"「 私 の チ チ」一 この語 は,話 者 が 男女 いず れ で あ って も,世

代 に関 係 な くエ ゴ の父 の ク ラ ンの メ ンバ ー のす べ て の男 性 に対 して 用 い られ る(た と

え ば,F, FB, FMB, FZS)。 ま た,エ ゴ の世 代 よ り上 の世 代 の女 性 の ク ラ ン ・メ ンバ
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一のす べ て の夫 た ち に も適 用 され る
。

 ②"イ ネ イ(yin痒)"「 私 のハ ハ 」  この 語 は 話 者が 男女 いず れ で あ って も,世 代

に関係 な く,エ ゴ の父 の ク ラ ン ・メ ンバ ー の す べ て の 女 性 に 適 用 さ れ る(た とえ ば

FZ, FM, FZD, FMM)。 ま た,エ ゴ の ク ラ ン ・メ ンバ ーの うち,エ ゴ の世 代 よ り

上 の世 代 の女 性 メ ンバ ーの す べ て に適 用 され る(た とえ ばM,MM, MZ, MMZ,

MMM, MMMZ)。

 ③"プ ゥイ(ρ ω妙)"「 私 の キ ョ ウダ ィ」又 は 「私 の シマ イ」一 話 者 が男 性 の場 合,

エ ゴ の ク ラ ンの男 性 メ ンバ ーは 世 代 に関係 な くす べ て こ の語 が 用 い られ る(た とえ ば,

0,MB, MMB, ZS, MZS)。 ま た,父 の ク ラ ンの す べ て の 男性 メ ンバ ーの ム ス コた

ちに も適 用 され る(た とえ ば,FBS, FMBS, FZSS)。 話 者 が女 性 の場 合,エ ゴ と同世

代 の女 性 の ク ラ ン ・メ ンバ ー に用 い られ る(た とえ ば,Z, MZD, MMZDD)。 ま た,

父 の ク ラ ンの男 性 メ ン バ ー の ムス メ た ち に 世 代 に 関係 な く用 い られ る(た とえ ば,

FBD, FMBD, FZSD)。

 ④"ハ キ(h疚iy)"「 私 の シマ イ」  この語 は男 性 が 話 者 で あ る場 合 に用 い られ る

用語 で,エ ゴ と同世 代 お よ び下 の世 代 の女 性 の ク ラ ン ・メ ンバ ーに 用 い られ る(た と

え ば,Z, MZD, MMZDD, ZD, MZDD)。 また,彼 の父 の 男性 ク ラ ン ・メ ンバ ー

の女 の子 供 た ちに 関係 な く用 い られ る(た とえ ば,FBD, FMBD, FZSS)。

 ⑤"ム ウ ァ ンガ イ@痂 ㎎砂妙)"「 私 の キ ョウダ イ」 この語 は女 性 が話 者 で あ る

場 合 に用 い られ る 用語 で,エ ゴ と同世 代 お よび上 の世 代 の男 性 の ク ラ ン ・メ ンバ ー に

用 い られ る(た とえ ば,B, MB, MMB, MZS, MMZS)。 ま た 父 の ク ラ ン ・メ ンバ

ーの ム ス コた ちに世 代 に 関係 な く用 い る(た とえ ば
,FBS, FMBS, FZS5)。

 ⑥"ネ イ(. nay2y)"「 私 の コ」 話 者 が 男性 の場 合,彼 の 子供 とその 子 供,彼 の ク

ラ ンの男 性 メ ンバ ーの子 供 とそ の 子供 に適 用 され る(た とえ ば,C, CC, m, MBC,

MBCC)。 ま た,彼 の 父 の ク ラ ン の 男 性 メ ンバ ーの子 供 の 子 供 た ちに も適 用 され る

(た とえ ば,FBCC, FMBCC)。 話者 が女 性 の 場合,彼 女 の 下 の 世代 のす べ て の ク ラ

ン ・メ ンバ ー に適 用 され る(た とえ ば,G, ZC, DC)。 また,彼 女 の父 の ク ラ ンの 男

性 メ ンバ ーた ちの 子供 の子 供 た ちす べ て に も用 い られ る(た とえ ばFBCC, FMBCC,

FZSGC)。

 これを 図 で示 して み よ う。 図1は エ ゴ が男 性 で あ る場 合 の,エ ゴ の ク ラ ンの メ ンバ

ーの親 族 名 称
,図2は,エ ゴの 父 の ク ラ ンの メ ンバ ーに つ いて の エ ゴ か らみ た親 族 名

称 で あ る。

 この図 か ら も明 らか な よ うに,男 性 エ ゴ に と って,自 分 の 「チ チ 」 は 自分 の ク ラ ン
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図1 エゴ(男 性)の クランの成員の親

   族名称

図2 エゴ(男 性)の 父の クランの成員

   の親族名称

に は存 在 せ ず,ま た 自分 の 「コ」 もま た 自分 の ク ラ ンに は存 在 して いな い。 自分 の ク

ラ ン ・メ ンバ ーた ちは 「キ ョウダ イ」 も し くは 「シマ イ」 と 「ハ ハ」 だ けで あ る 。図

3と 図4は,エ ゴ が女 性 の場 合 の 図 で あ る。 図2と 図4を 比 較 して み る と
,エ ゴ が男

性 で あれ 女 性 で あ れ,エ ゴ の父 の ク ラ ンの メ ンバ ーた ちは,「 チ チ」 と 「ハ ハ 」 の二

つ の 用 語 の み で 表現 され て お り,両 者 に用語 上 の違 い はな い。 しか し
,図1と 図3を

比 較 して み る と明 らか にな る よ うに,エ ゴの ク ラ ンの メ ンバ ー につ いて は,エ ゴ が女

性 で あ る場 合 とエ ゴが 男 性で あ る場 合 とで は違 い がみ られ る。 す なわ ち,エ ゴ が女 性

で あ る 場合,エ ゴの ク ラ ン ・メ ンバ ーに対 して は,「 キ ョ ゥダ イ」,「シマ イ」,「ハ ハ 」,

「コ」 の4つ の 用語 が 用 い られ て い るので あ る。 これ は,ポ ンナ ップ の親 族 名 称 体系

にお い て は,「 ハ ハ 」 と 「コ」 関係 と 「キ ョウダ ィ シマ イ」 関係 を と りわ け強 く意識

し,厳 し く用 語 の 上で 区別 して い るか らで あ る。

図3 エゴ(女 性)の クランの成員の親

   族名称

図4 エゴ(女 性)の 父のクランの成員

   の親族 名称
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 とこ ろで,図3に お いて示 さ れ る よ う に,エ ゴ が女 性 で あ る場 合,彼 女 の 「コ」 は

彼 女 の ク ラ ンの 内部 に存 在 して い る と と も に外 部 に も存 在 して い る 。 これ らの ク ラ ン

内部 の 「コ」 と ク ラ ン外 部 の 「コ」 の問 には 明確 な 区別 が な さ れ て お り,エ ゴの ク ラ

ンの 外 側 に い る 「コJた ち,つ ま りエ ゴ の ク ラ ンの 男 性 メ ンバ ー の"子 供 た ち"を エ

ゴ およ び エ ゴの ク ラ ンの メ ンバ ーた ち は,「 自分 た ちの ク ラ ンの"コ"」 と呼 ぶ
。 さ ら

      ノ

に こ う した 「自分 た ちの ク ラ ンの コた ち」 に対 して,す で に述 べ た よ うに ア フ ァクル

とい う親 族 用 語 を 用 い る。 した が って,ア フ ァ クル た ち は,彼 の 父 の ク ラ ンの 子 供 た

ち 同士 と い う意 味で の 「キ ョ ウダ イ シマ イ」 の 関係 にな るわ けで あ る。 「ア フ ァ クル 」

同士 の結 婚 お よび ア フ ァクル と彼 の ア フ ァクル の 子供 との結 婚 は 禁 止 され て い る。 し

た が って,ポ ンナ ップ で は交 叉 イ トコ婚 は存 在 しな い。

 グ ッ ドイ ナ フ は,ト ラ ック諸 島 の ロモ ヌ ム に お け るア フ ェキ ル(yefekyr)を 「相 続

人 」 と訳 した が[GooDENouGH 1966],ポ ンナ ップ に お け る ア フ ァ クル につ いて も

この 訳 語 が ふ さわ しい。 ポ ンナ ソプの 習慣 に よ れ ば,新 しい夫 婦 は,結 婚 に際 して,

それ ぞ れ の両 親 か ら土 地 を分 与 され,そ の双 方 を合 せ た 土地 が 彼 らの土 地 にな る。 す

な わ ち,子 供 た ちは 息子 で あ ろ うと娘 で あ ろ う と,彼 らの母 の ク ラ ンか らだ けで な く,

父 の ク ラ ンか ら も土 地 を相 続 す る 。 ポ ンナ ップの 伝統 的 な土 地 所 有 の 体 系 は,最 終 的

な 土 地所 有 権 は島 の首 長 にあ るが,実 際 に は彼 か らそ れ ぞ れ の ア イ ナ ンに永 久 的 に貸

与 され た形 式 を と って お り,し た が って ア イ ナ ンの 土地 は そ の ア イ ナ ンの メ ンバ ー た

ちに よ って管 理 され て い る。 そ して そ の土 地 は ア イナ ンを構 成 す る メ ンバ ーた ち に さ

ら に分 割 して 貸 与 され て い るわ けで あ る。 ア イナ ンの メ ンバ ーた ち がそ れ ぞ れ任 され

た 土地 は,彼 らが耕 作 した り,管 理 しな けれ ばな らず,ま た彼 らの 子 供 が結 婚 す る際

には,そ の子 供 が女 で あ ろ う と男 で あ ろ う と彼 らの土 地 を分 与 しな けれ ばな らな い。

この よ うな 体 系 を と って い るた あ に,ア イ ナ ンの 土 地 は,女 の メ ンバ ーが多 け れ ば 多

い ほ ど増加 し,男 の メ ンバ ー が多 い と減少 す る こ と にな る。薪 夫 婦 は,そ れ ぞ れ の両

親 か ら土 地 を分 与 され る が,夫 の 父 か ら与 え られ た 土 地 の 真 の相 続 者 は 彼 らの 子供 た

ちで あ り,妻 で は な い。 彼 ら に子 供 が生 れな けれ ば,彼 らの土 地 は,彼 らの死 後,も

との 所 有者,つ ま り夫 の父 の ク ラ ンに取 り戻 さ れ て しま う。 彼 ら に子供 が で きた と き,

は じめ て その 土 地 は相 続 され た こ とに な る ので あ る。 ア イナ ンに 男 の子 供 が 多 く生 ま

れ れ ば,そ の男 を通 じて ア イ ナ ンの土 地 は流 出 し,女 が多 く生 ま れ れ ば,そ の女 を通

じてア イ ナ ンの土 地 は 増加 す るわ けで あ る。 あ る ア イ ナ ンに男 の 子 供 の み しか 生 ま れ

な け れ ば,ア イ ナ ンの土 地 は すべ てそ の男 を通 じて別 の ア イ ナ ン に流 出 し,そ の 男 た

ちが 亡 くな る と と も に,ア イ ナ ンお よび そ の土 地 の双 方 が消 滅 す る こ とにな る。 この
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よ うに ア フ ァクル つ ま り ク ラ ンの男 性 メ ンバ ーの子 供 は,父 の ア イナ ンの土 地 の相 続

者 で あ るが ゆ え に,父 の ア イ ナ ンに対 して さ ま ざま な 義務 を果 さな け れ ばな らず,も

しそ う した義 務 を怠 る と,父 の ア イ ナ ンか ら分 与 され た土 地 を取 り上 げ られ て しま う

こ と もあ る。 ア イ ナ ンは,そ の ア フ ァ クル に対 して そ う した権 利 を 有 して い る ので あ

る。

 さて,こ れ まで は,ポ ンナ ップの 親 族 名称 の うち,血 族 に つ いて 紹 介 して き た わ け

で あ るが,次 に姻 族 につ い て も簡 単 に言 及 して おか ね ば な らな い。 姻族 を表 わ す ポ ン

ナ ップ語 は,オ ーヘ イ(ク66ん動 で あ る。姻 族 は,① あ る者 の血 族 の 配偶 者,② あ る者

の 配偶 者 の 血 族,③ あ る者 の配 偶 者 の 血族 の配 偶 者,の3つ の タ イプ に分 けて 検 討 す

る こ とがで き る。 これ らの姻 族 に言 及 す るた め に,ポ ンナ ップ で は,血 族 を言 及 す る

た め に用 いた 語 も用 い られ る が,薪 しい 用語 に も出 会 う。 それ は配偶 者 を意 味 す る ロ

ー ニ ー ム(γ66π伽 ω一「私 の 配 偶 者」)と い う 語 で あ る
。 こ の 語 は 「人 」 を 意 味 す る

「ロー(766-)」 と 「家 」 を意 味 す る 「イ ー 云(一加 ω)」 との合 成 語 で,男 女 いず れ の 配

偶 者 に も用 い られ る。

 まず,エ ゴの 父 の ア イ ナ ンの メ ンバ ー,つ ま り 「私 の チ チ」 と 「私 のハ ハ 」 の配偶

者 の 名 称 を み て み よ う。 彼 らはそ れ ぞれ 「私 の チ チ の配 偶 者 」 あ るい は 「私 の ハ ハ の

配 偶 者」 と して言 及 され る こ と もあ るが,「 私 の チ チ」 の 妻 は 「私 のハ ハ 」 と して,

「私 の ハ ハ」 の夫 は 「私 の チ チ」 と して 言 及 され る ことの 方 が 多 い。 エ ゴの ア イ ナ ン

の メ ンバ ー の うち,「 私 のハ ハ 」 の 夫 は 「私 の チ チ」 と して 言及 す るの が 一 般 的 で あ

る。 「私 の キ ョウダ イ」 も し くは 「シ マ イ」 の配 偶 者 につ い て,男 性 が 話 者 で あ る と

き と,女 性 が話 者 で あ る と き に区別 して 述 べ る必 要 が あ る。男 性 が話 者 の と きの 「キ

ョウダ イ」 の 妻 は 「私 の キ ョ ウダ イの 配 偶 者 」 と して 言及 す るが,彼 女 が 年 下 の 「キ

ョウダ イ」 の 妻 の 場 合 で は 「私 の 配 偶 者 」 と表 現 す る こ と もあ る。 これ は か つ て彼 女

が エ ゴの 潜 在 的 な 性 的パ ー トナ ーで もあ った か らで あ る。 「シマ イ」 の 夫 は,「 私 の シ

マ イの 配 偶 者 」 とな る。 これ に対 して 女 性 が話 者 で あ る と き,「 キ ョ ウダ イ」 の夫 は

「私 の キ ョウダ イ の配 偶 者」 とな る。 「私 の コ」 の配 偶 者 につ い て は,「 私 の コの配 偶

者 」 も し くは 「私 の コ」 が用 い られ る。

 ② の タ イ プ の姻 族 は,お おむ ね,夫 も し くは妻 が 言及 す る名 称 に一 致 す る。 た とえ

ば,妻 の 「チ チ」 は 「私 の チ チ」,妻 の 「ハ ハ 」 は 「私 の ハハ 」,夫 の 「チ チ」 は 「私

の チ チ」,夫 の 「ハ ハ」 は 「私 の ハ ハ」 とな る。 配 偶 者 の 「キ ョウダ イ シマ イ」 につ

い て は,た とえ ば,妻 の 「キ ョウダ イ」 を 「私 の 配偶 者 の キ ョウダ イ」 と して言 及 し

た り,妻 の 「シマ イ」 を 「私 の シマ イ」 あ る い はか つ て は場 合 に よう て性 的パ ー トナ
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一 とな る こ と もあ ったの で 「私 の配 偶 者 」 と して 言 及 した りす る
。 お お むね こう した

表 現 が な され るわ け であ るが,妻 の血 族 に対 して 注 目すべ き用 語 が用 い られ る こ とが

あ る。 す なわ ち,エ ゴが 男 の 場合,世 代 に関 係 な く,彼 の 妻 の リネ0ジ の 男 の メ ン

バ ー た ち を 「私 の コ」 と呼 ぶ こ とが あ り,逆 に エ ゴの リネ ー ジの女 の メ ンバ ーの 夫 を

「私 の チ チ」 と呼 ぶ こ とが あ る。 これ は,エ ゴ(男 性)の 子 供 と妻 の リネ ー ジの 男 性

メ ンバ ー とが 「キ ョウダ イ シマ イ」 の関 係 に あ る こ と によ って い る。

 ③ の タ イ プの 姻族 につ いて も ほぼ上 述 と 同様 の 言 及 の され 方 が な さ れ る。 た と えば,

エ ゴ(男 性)の 妻 の 「チ チ」 の 配偶 者 は 「私 の ハ 八 」 も し くは 「私 の配 偶 者 の チ チの

配偶 者 」 とな り,夫 の 「キ ョウダ ィ」 の妻 は 「私 の 配偶 者 の キ ョウダ ノ の配 偶 者 」 と

して言 及 され る。

V.表 敬 ・忌避 行 動

 さて,こ れまでポンナップの親族名称をかなり詳 しくみてきたわけだが,以 下では,

こうした親族名称がどのような機能をもっているのかを,人 びとの行動を厳 しく規制

しているアッパ ロとよばれる行動の しくみをみることで検討 してみたい。

 この島を訪れた外国人は,上 陸 してから何日か経つと,島 民の奇妙な行動に目を止

めることになる。たとえば,あ る女が,男 の姿を見ると,そ の男を避けるかのように

腰に両手を回し,背 をかがめて,そ の男の視界から身を隠そうとする光景を目撃 した

り,座 っている男に女が四つんばいになり,は って近づいているといった光景を目に

するはずである。 これは,こ うした行動を見慣れない外国人には奇妙にみえるが,実

はその女がきまった男に対してアッパロを しているところなのである。

 アッパロとは,個 人が特定の親族員の前で相手よりも低い姿勢をとらねばな らない

という規制のことである。この語意は"腰 をかがめること"で あって,こ れはそうし

た低い姿勢が具体的には,腰 をかがめる行為で示されることに基づいている。アッパ

ロは一種の"礼 儀作法"で あるといえる。すなわち個人が自分よりも優位の立場にあ

る親族,つ まり日本的な表現を使 うと 「目上の人」にあたる親族 に対 して敬意を示す

行為として理解することができる。 しかもこの表敬行為はたんに自分より優位の立場

にある親族員の前で低い姿勢をとるだけでなく,可 能な限 り,両 者の物理的接近を差

し控えるという形をとるので,忌 避行動として も記述することができるわけである。

現在のこうした表敬 ・忌避行動は,1950年 代の前半頃にいったん廃止 されたが,ミ ク

ロネシア議会においてミクロネシァの伝統文化を守ろうという決議が採択された1960
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年 代 の後 半 頃再 び復 活 した もの で あ る。 この た め,廃 止 以 前 の もの と比 べ る とか な り

崩 れ て い る とい う。 しか し,あ るイ ン フ ォー マ ン トによ れ ば,北 西 離 島 の 中で もポ ン

ナ ップ が も っと も厳 し く この習 慣 を復 活 して以 後 守 って い る とい う。

 そ れ で は,ポ ンナ ップの 伝 統 的 な ア ッパ ロは どの よ うな人 々 に対 して な され るの で

あ ろ うか 。 つ ま り,そ う した表 敬 行 動 を 受 け る親 族 員 は どの よ うな 親族 名称 で述 べ ら

れ る人 で あ ろ うか 。 ま た,ア ッパ ロ は親族 関係 にお いて どの よ うな 機 能 を も って い る

の だ ろ うか 。以 下 で,こ の疑 問 を解 いて い く こと にす る。

 ア ッパ ロ は,「 ギ ョウダ イ シマ イ」 関係 にあ る人 び との間 で な さ れ る表 敬 ・忌 避 行 動

で,ク ラ ンを基 準 に して,(A)同 じク ラ ンに属 す る 「キ ョ ウダ ィ シマ イ 」 間 と(B)異

な った ク ラ ンに属 す る 「キ ョ ウダ イ シマ イ」 間,つ ま り ア フ ァ クル間,に お け るもの

に区別 す る ことが で き る。 また,(A),(B)の そ れ ぞれ は さ らに性 別 を基 準 に して,(1)

同 性 の 「キ ョウダ イ シ マ イ」 間 と(2)異な った 性 の 「キ ョウダ イ シマ イ」 間 にお け る ア

ッパ ロに区 別 す る こと がで き る。 さ らに,同 性 の 「キ ョウダ イ シマ イ」 間 の ア ッパ ロ

は,「 キ ョウダ イ」 間 と 「シマ イ」 間 に区別 し うる。 順 を追 って,こ れ らの そ れ ぞれ

の形 態 に お いて,エ ゴ が どの よ うな人 に ア ッパ ロを せ ね ばな らな い か を見 て み よ う。

 最 初 は,(A)一(1)の 形 態 で あ る。 この タ イ プ に は,上 述 した よ うに,「 キ ョ ウダ イ」

間,「 シマ イ 」間 の二 つ の下 位 の タ イプ が み られ る。 最 初 に,「 キ ョウダ イ」 間 の ア ッ

パ ロを 図 を用 い な が ら説 明 しよ う。 図5は,エ ゴ の リネ ッジ を示 して い る(数 字 は一

人 の女 か ら生 まれ た 出生 順 位 を表 わ して い る)。 エ ゴ は この リネ ッジ の 男 性 メ ンバ ー

た ちの だ れ とだ れ にア ッパ ロ を行 な い,だ れ とだ れ にア ッパ ロ を され るの で あ ろ うか。

 ア ッパ ロをす る しな い は,世 代 と出生 順 位 に よ って 決定 され る。 した が って,エ ゴ

の本 当の 母Hか ら生 ま れ たN,エ ゴ,0の 三 人 の 「キ ョウダ イ」 の間 にお いて は,エ

図5 エゴ(男)の クランにおける出生の順位
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ゴ よ り もNの 方 が年 上 なの で,エ ゴ はNに 対 して ア ッパ ロ を しな けれ ば な らな い。 こ

れ に対 して,エ ゴ よ り年下 の0は エ ゴ に対 して ア ッパ ロ を しな けれ ば な らな い。 エ ゴ

と同 世代 のM,P,Rに 対 して は ど うで あ ろ うか 。 た とえMが エ ゴ よ り年 下 で あ ろ う

と も,エ ゴ はMに 対 して ア ッパ ロを しな け れ ば な らず,ま たPは た とえ エ ゴ よ り も年

上 で あ ろ うと エ ゴ に ア ッパ ロをせ ね ば な らな い 。な ぜ な らば,Mの 母Fと エ ゴ の母H

とPの 母Jと は・彼女たちの夢当の母Bか ら生まれた姉妹の関係にあり・F・H・Jの

順 に生 まれ た か らで あ る。 つ ま り,エ ゴ は,エ ゴの 母Hよ り もMの 母Fの 方 が年 上

で あ るが た め に,Mに 対 して ア ッパ ロをせ ね ば な らな い の で あ る。 同様 に,エ ゴ は,

エ ゴ の母Hよ り もPの 母Jの 方 が年 下 なの で,Pか らア ッパ ロ を され る こ とに な る。

Rに つ い て は ど うで あ ろ うか。Rに つ いて も同 じ原 理 を適 用 す る ことが で きる。 エ ゴ

の母 の母Bと0の 母 の母Dは,女 性Aか ら生 まれ た 本 当 の 姉 妹 で あ って,Bの 方 が

Dよ りも年 上 で あ るの で,エ ゴ はRに 対 して年 齢 に関 係 な くア ッパ ロをす る必 要 はな

く,逆 にRか らア ッパ ロの礼 を受 け る こ と にな る。 す な わ ち,同 世 代 の 「キ ョウダ

イ」 間 の ア ッパ ロは,彼 らの 年 齢 に関 係 な く,世 代 を さか の ぼ って,0人 の 女 性 か ら

生 まれ た 順 位 に よ って 決 定 され るわ けで あ る。 エ ゴ よ り上 の 世代 の リネ ッジの メ ンバ

ー に対 して は,ど うで あ ろ うか。 エ ゴ は自分 よ り も上 の 世代 の男 性 の リネ ッジ ・メ ン

バ ーの す べ て に ア ッパ ロを せ ね ば な らな い。

 以 上 の 説 明 か ら,次 の よ うな ことが 明 らか に な る はず で あ る。 す なわ ち,こ の リネ

ッジの男 性 メ ンバ ーの な か で,だ れ に もア ッパ ロ を しな くて もよ い男 が 一 人 お り,そ

の男 つ ま りCが この リネ ッジの 「長」 の 位 置 に立 って い る。 そ して彼 を頂 点 に して,

ア ッパ ロを す べ き人 が少 な い順 に,男 性 メ ンバ ー た ち は ラ ン クづ け られ,そ して この

ラ ンキ ング の一 番 下 に全 て の男 性 メ ンバ ー に対 して ア ッパ ロを しな けれ ば な らな い 男

Sが 位 置 づ け られ る こ とに な るの で あ る。 つ ま り,こ の リネ ッジ で はC→E→G→1

→L→M→N→ エ ゴ→0→P→R→Sと い う順 位 が 決定 して お り,Cが 亡 くな る と,

Eが リネ ッジの 「長」 の地 位 につ き,Eが な くな る とGが そ の地 位 を得 るわ け で あ る。

この よ うな ラ ンキ ングの シス テ ム にお い て は,年 齢 の 上 下 はあ ま り関 係 な い。 た とえ

Rが エ ゴや0やPよ りも どん な に年 を取 って いて も,彼 は エ ゴや0やPよ り も先 に

リネ ッジの 「長」 に な る こ とは で きな い。 した が って,さ き にポ ンナ ップの ア イ ナ ン

は,長 老 た ちに指 導 され,そ の最 長 老 が リネ ッジ の 「長(haynz�nl-en y痒in疣g)」 で あ

る と述 べ た が,厳 密 に は以 上 の よ うな 世代 と 出生 順 位 に よ る ラ ン キ ング ・シス テ ム に

した が って リネ ッジの 「長 」 が選 ばれ て い る の で あ って,必 ず しも年 齢 が一 番 上 で あ

る長老 とい うわ けで はな い の だ。
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 次 に 「シ マ イ」 間 の ア ッパ ロを説 明 しよ う。 「シマ イ」 間 の ア ッパ ロ も原 理 的 に は

男 性 の場 合 と 同様 で あ るが,女 性 で あ るエ ゴの属 す る リネ ッジ ・メ ンバ ーの う ち,エ

ゴ と 「シマ イ」 関係 にあ るの は,彼 女 と同世 代 の女 性 メ ンバ ー に限 られ て い る。 上 の

世代 の女 性 メ ンバ ー はす べ て彼 女 の 「ハハ 」 で あ り,下 の世 代 の 女 性 メ ンバ ー はす べ

て彼 女 の 「ム ス メ」 で あ る。 したが って,「 シマ イ」 間 の ア ッパ ロ は同世 代 の 「シマ

イ」 間 に 限定 され て い る。 図6は,エ ゴが女 性 の と きの リネ ッジ の女 性 メ ンバ ーた ち
                        き

の 図 で,エ ゴ の世 代 の ラ ンキ ング は,H→1→ エ ゴ→J→K→L→Mの 順 に な る。 す

な わ ちエ ゴ は1とHに た い して ア ッパ ロを しな けれ ば な らな いわ けで あ る。 なぜ な ら

ば,女 性1は エ ゴの 年 上 の 本 当 の姉 で あ り,女 性Hの 母 は,エ ゴの 母 の本 当 の姉 で あ

るか らで あ る。.ま た,女 性 の エ ゴの 一 つ 上 の世 代 の ラ ンキ ング はD→E→F→Gで あ

り,二 つ 上 の世 代 の ラ ンキ ング はB→Cで あ る。

 この よ うな 同世 代 の リネ ッジの女 性 の メ ンバ ー問 の ラ ン キ ング は,女 性 の エ ゴの 属

す る リネ ッ ジに お け る男 性 の 「長 」の地 位 に対応 す る女 性 メ ンバ ー た ち の 女 性 の 「長

(.tine-hamwol-en-!a'evinang)」 の 地 位継 承 順 位 を,男 性 に お け る 「長 」 の地 位 の場 合 と

同様,つ ね 日頃 か ら女 性 メ ンバ ー た ち に広 く周 知 させ て お く とい う効 果 を も って い る。

す なわ ち女 性 の 「長 」Bが 死 ん だ ら,そ の地 位 はCに 移 り,Cが 死 ん だ ら,下 の世 代

のDに 移 って い くこ とを,女 性 メ ンバ ー はア ッパ ロを 通 じて 了解 して い るわ け で あ る。

た と えば,MはLよ り もど ん な に年 上 で あ ろ うと も, Mが 生 存 中 に は 「長」 の地

位 につ く こ とは で きな いの で あ る。

 この よ うに,男 性 の場 合 で あ れ,女 性 の 場合 で あれ,同 性 の 「キ ョウダ イ シマ イ」

間 の ア ッパ ロは,「 キ ョウダ イ シマ イ」 間 に ラ ンキ ング を作 り出 し,か つ そ の ラ ンキ

ング をア ッパ ロ とい う表 敬 行 動 を通 じて 日頃 か ら周 知 させ て お く とい う重要 な効 果 を

図6 エゴ(女 性)の クランにおける出生の順位(男 性 メンバーを除 く)
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も って い る。 エ ゴ が ア ッパ ロを しな けれ ば な らな い 「キ ョウダ ィ シマ イ」 の エ ゴに対

す る権 威 は 強 力 な もの で,劣 位 にあ る 「キ ョ ウダ ィ シ マ イ」 は優 位 に あ る 「キ ョウダ

イ シマ イ」 の命 令 や彼 らの決 めた 規則 に絶 対 的 に服 従 しな けれ ば な らな い。 そ れ を破

る こと は,リ ネ ッジの メ ンバ ー と して の資 格 を失 な う こ とで あ り,昔 は事 実 上"死"

を意 味 して い た ので あ った。 ま さ し く,ア ッパ ロ とは,自 分 よ り も優 位 な メ ンバ ー に

対 して 「尊敬 す るが ゆ え に遠 ざか る」 こ とを示 す 表 敬 ・忌避 行 動 なの で あ る。

 と ころ が,(A)一(2)の 場合,つ ま り異 性 間 の ア ッパ ロは,同 性 の 「キ ョ ウダ イ」 お

よ び 「シマ イ」 間 の ア ッパ ロ とは大 分 性 格 が 異 な って い るよ うに思 わ れ る。 それ は,

敬 意 に満 ちた忌 避 行 動 で あ る とと も に性 的忌 避 行 動 を も意 味 して い る。

 ポ ンナ ップ の人 び との考 え に よれ ば,女 は男 よ り も劣 っ た人 間 で あ る と され て い る。

大 人 の女 性 を 表 わす ポ ンナ ップ語 ロ ープ ッ ト(γ66似 脇)は,「 動物 」 や 「人 」 を 意 味

す るロ ー(γ6の と 「汚 れ た」 「悪 い」 「望 ま し くな い」 を意 味 す るプ ッ ト(ρωπの とい

う語 の 合成 語 で あ る。 これ は,女 性 の月 経 の血 を不 浄 とみ る と ころ か らきて い る。 月

経 の血 は不作 や嵐 を招 くと考 え られ て お り,キ リス ト教 に改 宗 す る以 前 は,月 経 に な

っ た女 は,月 経 小 屋(imz�pz�t「 汚 れ た 家 」= imzv「 家 」+pz�t「 汚れ た」)に 隔 離

され た 。男 と女 の 優 一劣 の対 立 は,ポ ンナ ップ社 会 の さ まざ ま な面 に示 され て お り,

た とえ ば右 手 の ことを"男 性 の手(ρ αω伽 窺ω磁η)"と 表 現 した り,"善 な る手(ρ α磁

声 γ)"と 表 現 した りす るの に対 して,左 手 は"女 性 の手(paz�n r� pzvut)"と か"悪 い

手(ρ αω伽 ㎎ 魔ωの"と して 表 現 され る。 す な わ ち,女 性 が子 供 を生 み,母 一 子 関 係 を

基 準 に して親 族 集 団 が形 成 され て い るに もか か わ らず,女 性 は社 会 的 に男 よ り も劣 っ

た 人間 で あ る と され,そ れ ゆ え に,女 は彼 女 の リネ ッジの 「キ ョウダ イ」 の すべ て に

対 して ア ッパ ロを しな けれ ば な らな いの で あ る。

 しか しなが ら,同 じ リネ ッ ジに属 す る 「キ ョウダ イ」 に対 す る 「シマ イ」 の ア ッパ

ロ は,「 キ ョウダ ィ」 に対 す る 「シマ イ」 の尊 敬 の念 に基 づ く忌 避 と しての み で な く,

性 的 な忌 避 と して の性 格 も強 く現 わ れ て い る。 す で に述 べ た よ う に,ア イ ナ ンは外婚

単 位 で あ り,同 じア イ ナ ンに属 す る者 同 士 が性 的 関係 を もつ こ とは厳 し く禁 止 され て

い る。 同 じア イ ナ ンの異 性 の 「キ ョウダ イ シマ イ」 間 に み られ る忌 避 行 動 は さ ま ざま

な かた ちを と って示 され る。 た とえ ば,異 性 の 「キ ョウダ イ シマ イ」 は,同 じ部 屋 で

寝 る こ と はで きな い。 女 は異 性 の 「キ ョウダ イ」 の衣 服 な ど に触 れ て は な ら な い。

「キ ョウダ ィ シマ イ」 が 二人 だ けで 話 を して はな らな い。 女 が 「キ ョ ウダ イ」 の 姿 を

見 か けた ら腰 を か がめ て歩 かね ば な らな い。 ま た,ど う して も異 性 「キ ョウダ イ」 に

話 しか けた り,品 物 を手 渡 さ な けれ ば な らな い と きは,そ の 男 が座 って いた な らば,
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立 って も らって 腰 を屈 め彼 よ り頭 を低 く した姿 勢 で 近 づ くか,さ もな けれ ば 四 つ ん ば

い にな って 近 づ か ね ば な らな い。 そ して,こ う した 異 性 の 「キ ョウダ イ シマ イ」 間 に

課 せ られ て い る禁 止 を破 った もの は,周 囲 の人 び とか ら,近 親 相 姦 つ ま りイ ンセス ト

を犯 して い るの で は な い か,と の疑 いを か け られ る。 イ ンセス トを表 わす ポ ンナ ップ

語 マ ム モ ト ・ンガ ウ@伽 初o飽 ηgαω)は 「悪 い配 置 」 とい う意 味 で あ り,こ れ は,夜

に異 性 の 「キ ョウ ダ イ シ マ イ」 が 同蓑 す る こ とを メタ フォ リカル に表 現 して い る。 こ

の よ うに,異 性 の キ ョウダ イ間 の ア ッパ ロに は,こ う した 性 的 な忌避 も込 め られ て い

るわ け で あ る。

 次 に,簡 単 に(B)一(1)の 場 合 と(B)一 ② の場 合 の ア ッパ ロ に触 れ て お こ う。 これ ら

の 場合 の ア ッパ ロ もま た,(A)一(1),(A)一(2)の 場 合 にみ られ た ア ッパ ロと同 じ基 準

で優 一 劣 関 係 が定 め られ,そ れ に基 づ い て ア ッパ ロを行 な う。(B)一(1)に つ い て 言 う

と,ア ッパ ロ は同 じ性 の ア フ ァクル 間 の ラ ンキ ングを作 り出す と同 時 に,ア ッパ ロを

行 な う ことを 通 じて つ ね 日頃 か ら,ア フ ァ クル た ちが 互 い に ア フ ァ クル と して の 「キ

ョウダ ィ シマ イ」 関 係 に あ る ことを 確認 して い る とい う効 果 を も って い る。(B)一(2)

につ い て言 うと,女 が彼 女 の異 性 の ア フ ァ クル に対 して 日頃か らア ッパ ロを行 な う こ

とを通 じて,単 にア フ ァク ル と して の 「キ ョ ウダ イ シマ イ」 関 係 の確 認 のみ な らず,

彼 らの間 に は イ ンセス ト ・タ ブ ー が守 られ て い る ことを周 知 させ る とい う効 果 を も持

って い るので あ る。 つ ま り,性 的忌 避 と して の性 格 も含 まれ て い るわ け で あ る。

 ポ ンナ ップ 島 民 は,キ リス ト教 に改宗 す るま で は,一 人 前 の 大 人 にな るた め の イニ

シエ ー シ ヨン儀 礼 を受 け た が,そ の 時 に大 人 た ちか ら受 け る教 育 ・訓 練 の 中 に,こ う

した ア ッパ ロ をす べ き人 び とを覚 え る と い う こ とが含 まれ て い た。 若 者 に とって,ア

ッパ ロを すべ き人 び とは か な りの数 にの ぼ るが,し か しそ う した人 び と と自分 との 親

族 関係 を正 し く記 憶 して い な い限 り,彼 らは島 の 中で 一人 前 の大 人 と して動 き回 る こ

と はで きなか った の で あ る。 こ う した ポ ンナ ップ の伝 統 的 な ア ッパ ロの シス テ ム に比

べ る と,現 在 の ア ッパ ロの シス テ ム は,か な り崩 れ た もの に な って い る。 厳 し く守 ら

れ て い るの は異 性 間 の ア ッパ ロで あ り,同 性 間 の ア ッパ ロ は,座 って い る"長 老"に

立 った姿 勢 で 話 しか け た り,"長 老"の そば で は立 った 姿 勢 で別 の仕 事 を した りす る こ

とを控 え る と い った 程度 の 表敬 行 動 にな って しま って い る。

VLま と め

さて,こ れまでの記述を通 じて,私 はある程度までポンナップにおける親族名称と
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ア ッパ ロ ・シス テ ム との 間 の密 接 な関 係 を提 示 しえた と考 え る。 す なわ ち,ア ッパ ロ

が 行 な わ れ るの は 「キ ョウダ イ シ マイ 」 関係 に あ る人 び との間 で あ る。 「オ ヤ」一 「コ」

関 係 にあ る人 び との間 で はア ッパ ロ は 行 なわ れ な い。 「キ ョ ウダ ィ シ マイ 」 関 係 にあ

る人 び と は厳 密 に ラ ンクづ け られ,優 位 者 の 命 令 は絶 対 で あ り,ア ッパ ロ で示 され る

表 敬 ・忌 避 行 動 によ って 厳 し く規 制 され て い る。 つ ま りア イ ナ ン内 の政 治(権 威)的

な秩 序 は 「キ ョ ゥダ イ シ マ イ」 関係 の 上 に う ち立 て られ て い るの で あ る。

 これ と対 照 的 な の が 「オヤ 」 と 「コ」 の 関係 で あ る。 そ う した 関係 に あ る者 た ち は,

肉体 的 な 接 触 が許 さ れ,親 しみ を もって つ きあ う こ とがで き る。 「コ」 た ち は 「オ ヤ」

た ち に甘 え る こ とが で き,「 オ ヤ」 の命 令 は絶 対 的 な もの で はな い。 と きに は冗 談 を

交 わ し,無 駄 口を た た き,文 句 を 言 う こと も許 され て い る。 「コ」 は 「オ ヤ」 の所 有

物 を勝 手 に使 用 す る ことが で き,ま た 「オ ヤ 」 は 「コ」 を,そ う した 関係 の 中 で養 育

した り教 育 した り し,一 人 前 の大 人 に育 て 上 げ るの で あ る。 す な わ ち,「 キ ョウダ イ

シマ イ」 関 係 を支 え て い るの は政 治 的権 威 と性 的 忌 避 で あ るの に対 して,「 オ ヤ 」一

「コ」 関 係 を支 え て い る の は愛 情 な の で あ る。

 グ ッ ドイ ナ フ[GooDENouGH l 966]が 述 べ て い るよ うに,ポ ンナ ップ にみ られ る

ア ッパ ロ は,か つ て,ト ラ ック本 島 で も行 な わ れ て いた もの で あ る。 しか し,は るか

昔 に絶 え て しま った。 その 結 果,あ る イ ン フ ォ ーマ ン トが 語 る よ うに,"若 者"が"長

老"に た いす る尊 敬 の念 を失 な い,ト ラ ックの 社会 秩序 は混 乱 を きた して い る の だ と

い う。 また,ト ラ ッ クに お け るア ッパ ロの 消 滅 は,ト ラ ックの 親 族 名称 の変 化 と関係

が あ る と され て い る。 す なわ ち,ト ラ ック も も と は ポ ンナ ップ と 同様 の ク ロウ型 の親

族 名 称 を もつ社 会 で あ ったが,い つ の 頃 か定 か で は な いが,エ ゴ の属 す る ク ラ ンの メ

ンバ0の う ち,エ ゴ よ り上 の世 代 の 男 の メ ンバ ー た ちを,「 キ ョウダ イ」 と して で は

な く 「チ チ」 と して 分類 す る よ う にな った た め,上 の 世代 の メ ンバ ー とエ ゴの 世代 の

メ ンバ ー との 関係 が,ポ ンナ ップ にお け る"愛 情"を 中心 と した 「オ ヤ」一 「コ」 の 関

係 に変 化 して しま い,そ れ に伴 って,「 キ ョウ ダ イ」 間 にみ られ た 表 敬 ・忌避 行 動 が

混 乱 した り,そ れ をす る必 要 が な くな って,ア ッパ ロが 消 え去 っ たの だ とい う。

 トラ ック の親 族 名 称 が ク ロウ型 か らハ ワイ型 へ と変 化 した とい う確 実 な 証拠 を 私 は

持 た な い の で,こ こで提 示 す る こ とは控 え るが,こ こに注 目す べ き事 例 が あ る。 ポ ン

ナ ップ で は かつ て トラ ックに長 期 間 滞在 した男 に よ って,ハ ワ イ型 の 親族 名称 体 系 へ

変更 す べ き で あ る と い う提 案 が な され た こ とが あ る。 この提 案 は島 民 に支 持 さ れ ず,

彼 の リネ ッジ のみ が ハ ワイ型 に切 り変 え た が,い ろ い ろ と不 都 合 が生 じ,次 第 にそ の

リネ ッジ で もハ ワ イ型 の親 族 名 称 は用 い られ な くな った 。 同様 の こと はポ ロ ワ ッ トで
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も生じ,こ こでは,3つ ある村のうちの1つ で採用され,こ のためポロワットでは伝

統的なクロウ型の親族名称を用いる人びとと,新 しいハワイ型の親族名称を用いる人

びととが共存しているという。

 このような事例をみる限りでは,カ ロリン諸島のある地域では,ク ロウ型か らハワ

イ型への移行がなされたのではないかと推測 したくなる。そうだとしても,で はそも

そもそうしたハワイ型 にどうして変 らねばな らないのか,そ の原因を文化史などから

も検討する必要があり,あ くまで個別事例にとどまっている。 したがって,当 面の課

題は,そ うした仮説を述べるよりも,ハ ワイ型の親族名称とクロウ型の親族名称をも

つカロリン諸島の島々におけるその構造一機能的側面の研究が深め られ,そ のような

タイプの親族名称をもつ社会での 「オヤ」と 「コ」の関係および 「キョウダイ」の関

係のあり方や表敬 ・忌避行動が,親 族名称とどのように対応 しているのかを明らかに

することであろう。そうしたデータが充分に出揃 ったとき,カ ロリン諸島のハワイ型

親族名称体系とクロウ型親族名称体系との比較が可能になり,両 者の関係についての

仮説も提出できるのである。親族名称の変化は,単 なる名称上の問題に留まらず,社

会関係 ・社会構造の変化を含む極めて重大な問題である。本稿ではリポンナ ップの人

びとの見解を述べるに留め,充 分なデータが集まった段階で,改 めてこの問題を検討

することにしたい。
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